
ローマ 3

5〜7 節

"しかし、もし私たちの不義が神の義を明らかにするとしたら、どうなるでしょうか。人間

的な言い方をしますが、怒りを下す神は不正なのでしょうか。

絶対にそんなことはありません。もしそうだとしたら、神はいったいどのように世をさば

かれるのでしょう。

でも、私の偽りによって、神の真理がますます明らかにされて神の栄光となるのであれば、

なぜ私がなお罪人としてさばかれるのでしょうか。"

ローマ人への手紙 3 章 5～7 節

Q1 私たちは誰と比較している？

"そして、かつて栄光を受けたものは、この場合、さらにすぐれた栄光のゆえに、栄光のな

いものになっているからです。"

コリント人への手紙 第二 3章 10 節

"見よ。やみが地をおおい、暗やみが諸国の民をおおっている。しかし、あなたの上には主

が輝き、その栄光があなたの上に現れる。"

イザヤ書 60 章 2 節

8〜10 節

"「善を現すために、悪をしようではないか」と言ってはいけないのでしょうか－－私たち

はこの点でそしられるのです。ある人たちは、それが私たちのことばだと言っていますが。

－－もちろんこのように論じる者どもは当然罪に定められるのです。

では、どうなのでしょう。私たちは他の者にまさっているのでしょうか。決してそうでは

ありません。私たちは前に、ユダヤ人もギリシヤ人も、すべての人が罪の下にあると責め

たのです。それは、次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。ひとりもいない。

ローマ人への手紙 3 章 8～10 節

"さて、私たちは、律法の言うことはみな、律法の下にある人々に対して言われていること

を知っています。それは、すべての口がふさがれて、全世界が神のさばきに服するためで

す。

なぜなら、律法を行うことによっては、だれひとり神の前に義と認められないからです。

律法によっては、かえって罪の意識が生じるのです。"

ローマ人への手紙 3 章 19～20 節

"昔の人々に、『人を殺してはならない。人を殺す者はさばきを受けなければならない』と

言われたのを、あなたがたは聞いています。

しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に向かって腹を立てる者は、だれでもさば

きを受けなければなりません。兄弟に向かって『能なし』と言うような者は、最高議会に

引き渡されます。また、『ばか者』と言うような者は燃えるゲヘナに投げ込まれます。"

マタイの福音書 5 章 21～22 節



"「ふたりの人が、祈るために宮に上った。ひとりはパリサイ人で、もうひとりは取税人で

あった。パリサイ人は、立って、心の中でこんな祈りをした。『神よ。私はほかの人々の

ようにゆする者、不正な者、姦淫する者ではなく、ことにこの取税人のようではないこと

を、感謝します。

私は週に二度断食し、自分の受けるものはみな、その十分の一をささげております。』

ところが、取税人は遠く離れて立ち、目を天に向けようともせず、自分の胸をたたいて言

った。『神さま。こんな罪人の私をあわれんでください。』

あなたがたに言うが、この人が、義と認められて家に帰りました。パリサイ人ではありま

せん。なぜなら、だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされる

からです。」"

ルカの福音書 18 章 10～14 節

"「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人たちのものだから。"

マタイの福音書 5 章 3 節

Q2 私たちは何をほこる？

"それでは、私たちの誇りはどこにあるのでしょうか。それはすでに取り除かれました。ど

ういう原理によってでしょうか。行いの原理によってでしょうか。そうではなく、信仰の

原理によってです。"

ローマ人への手紙 3 章 27 節

"しかし神は、知恵ある者をはずかしめるために、この世の愚かな者を選び、強い者をはず

かしめるために、この世の弱い者を選ばれたのです。

また、この世の取るに足りない者や見下されている者を、神は選ばれました。すなわち、

有るものをない者のようにするため、無に等しいものを選ばれたのです。

これは、神の御前でだれをも誇らせないためです。

しかしあなたがたは、神によってキリスト・イエスのうちにあるのです。キリストは、私

たちにとって、神の知恵となり、また、義と聖めと、贖いとになられました。

まさしく、「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。"

コリント人への手紙 第一 1章 27～31 節

"ただし、私は、人間的なものにおいても頼むところがあります。もし、ほかの人が人間的

なものに頼むところがあると思うなら、私は、それ以上です。

私は八日目の割礼を受け、イスラエル民族に属し、ベニヤミンの分かれの者です。きっす

いのヘブル人で、律法についてはパリサイ人、

その熱心は教会を迫害したほどで、律法による義についてならば非難されるところのない

者です。"

ピリピ人への手紙 3 章 4～6 節

"「キリスト・イエスは、罪人を救うためにこの世に来られた」ということばは、まことで

あり、そのまま受け入れるに値するものです。私はその罪人のかしらです。

しかし、そのような私があわれみを受けたのは、イエス・キリストが、今後彼を信じて永

遠のいのちを得ようとしている人々の見本にしようと、まず私に対してこの上ない寛容を

示してくださったからです。"

テモテへの手紙 第一 1 章 15～16 節



"すると、これを見たパリサイ人たちが、イエスの弟子たちに言った。「なぜ、あなたがた

の先生は、取税人や罪人といっしょに食事をするのですか。」

イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要とするのは丈夫な者ではなく、病人です。

『わたしはあわれみは好むが、いけにえは好まない』とはどういう意味か、行って学んで

来なさい。わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招くために来たのです。」"

マタイの福音書 9 章 11～13 節

"そして言った。「イエスさま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出し

てください。」

イエスは、彼に言われた。「まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとと

もにパラダイスにいます。」"

ルカの福音書 23 章 42～43 節


